
29 - 4
24 - 20
11 - 18

Ｃ 22 - 12
Ｍ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 1 1 0 2 1 0 2 2 0 0 1 0
9 0 0 2 3 3 2 2 1 0 4 4 2 2 1 0
11 0 1 2 1 3 0 0 1 0 2 2 1 0 0 0
17 0 0 1 0 1 0 0 1 0 2 2 1 3 0 0
20 0 2 3 4 6 1 2 2 1 2 3 1 1 0 0
35 0 0 0 4 8 1 2 2 1 2 3 0 0 1 1
64 * 2 3 3 3 0 1 2 1 4 5 1 2 1 0
79 * 1 3 1 2 0 0 3 0 5 5 2 9 1 0
80 0 0 0 1 1 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0
82 * 0 1 4 6 3 3 2 3 2 5 4 1 1 0
91 0 1 2 1 3 0 0 2 0 1 1 1 0 0 0
99 * 0 2 5 11 2 2 3 1 14 15 1 0 2 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 1 2 8
7 19 28 48 9 14 21 7 42 49 14 18 8 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0
4 0 0 0 1 8 1 2 1 3 4 7 0 1 0 0
7 * 0 0 1 11 3 4 1 1 2 3 2 2 0 0
14 * 1 3 2 5 2 4 3 5 0 5 1 0 2 0
20 * 0 10 7 11 3 5 4 2 2 4 4 3 2 0
23 0 1 3 0 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
31 0 1 2 1 2 0 0 2 1 2 3 0 0 1 0
32 * 0 1 3 6 1 2 2 3 7 10 2 0 1 0
54 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
55 * 0 2 2 7 0 0 3 1 2 3 3 2 2 0
91 0 0 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 3 3 9
3 22 17 55 11 21 16 16 20 36 12 8 8 0

RATE 13.6% 30.9% 52.4%

Team / Coach: 岸本　吉憲 -
合　　　計 54 200

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

宮田 丈綱 4 33
岡田 隼 1 3

大野 夏月 7 38
佐野 拓海 0 5

坂口 和也 3 13
人見 耕大 5 8

藤原 史也 9 19
髙岡 蓮 17 34

髙村 圭祐 3 20
東 由太朗 5 22

ST BS MIN

濱畑 秀章 0 5

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

阪南大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 86 200
RATE 36.8% 58.3% 64.3%

0 - -
Team / Coach: 吉永　大器

0 - -
0 - -

田熊 凌多 5 17
高比良 寛治 12 32

パン 文則 2 6
中原 広空 11 28

大城 琢磨 12 15
安井 光洋 5 27

松本 成丘 15 24
山本 晃央 9 12

中村 瞭太 5 8
宮川 洋誠 0 6

MIN

高井 和樹 2 6
天日 慎吾 8 19

Ｆ REBOUND TO AS ST BS

記録 関西学生バスケットボール連盟

芦屋大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

戦評
【総括】今年度は2部リーグに昇格し健闘するも、最終戦で神戸大学に惜敗し8位となった芦屋大学と、#20髙岡を中
心とした攻撃で戦う阪南大学との入れ替え戦。第1ピリオドは芦屋大が阪南大を圧倒。大量得点で25点のリードを奪
う。第2ピリオドは阪南大が20得点を挙げ、芦屋大に喰らいつこうとするも結果的には53－24と芦屋大の大量リードで
前半を折り返す。第3ピリオドは、試合立ち上がりから徐々に本来の調子を取り戻し始めた阪南大が#4髙村、#20髙岡
らを中心に反撃を試みるも、確実に得点を重ねる芦屋大に点差を縮められず64－42で終了。第4ピリオドは、阪南大
は第1ピリオドからの立て直しに成功し芦屋大に対抗するが、芦屋大のシュートが次々に決まり、追撃も敵わず最終的
には84‐56で試合終了。芦屋大が危なげなく2部リーグ残留を決めた。

【第1ピリオド】試合は#82中原のドライブイン、#99高比良のミドルと芦屋大の連続得点から開始した。更には#64大城
の3Pシュート、#99高比良の速攻で阪南大を圧倒。開始2分で阪南大はタイムアウトを要求する。なかなかシュートが
決まらない阪南大だが、キャプテン#14藤原がチーム初得点を挙げる。しかしその後も芦屋大の勢いは止まらない。
#79安井が3Pシュートを沈め、第1ピリオドが半分経過した時点で点差は16点となる。阪南大も#20髙岡のシュートなど
で反撃を試みるが決めきることができない。一方、芦屋大は安定したシュート率で最後まで得点を確実に重ね、第1ピ
リオド終了時点で、29－4で芦屋大リード。

【第2ピリオド】第2ピリオドは阪南大#32大野が得点するとすぐに、芦屋大#80パンがゴール下で体を張り得点。その後
も芦屋大は得点を重ね、阪南大に追撃を許さない。その後は互いに点が取れない時間が続くが、その均衡を破った
のは阪南大#20髙岡。しかし、すかさず芦屋大#64大城が3Pシュートを決め返す。更には芦屋大#11中村、#20松本も
3Pシュートを決める。阪南大も相手のターンオーバーやファウルに付け込み#20髙岡がシュートを決める。終了間際
に阪南大#4髙村もゴール下を決めるが、芦屋大#64大城も決め返し、第2ピリオドは53－24、芦屋大のリードで終了し
た。

【第3ピリオド】第3ピリオドの立ち上がりは点の取り合いとなる。2部リーグアシスト王の芦屋大#79安井のアシストも光
り、変わらず芦屋大ペースかと思われたが、阪南大は粘り強いリバウンド、そして芦屋大#99高比良にも喰らいつくディ
フェンスで、諦めることなく戦う。芦屋大は#4髙村らの力強いオフェンスリバウンドにたまらずファウルを重ねてしまう。
芦屋大は前半に比べシュート率は下がるものの、#9天日のミドルシュートなどが決まる。しかし終了間際には阪南大
#31人見が3Pシュートを決め、阪南大が徐々に勢いづく様子を見せ第3ピリオドは64－42で変わらず芦屋大がリードし
終了した。

【第4ピリオド】第4ピリオドは開始早々、芦屋大#9天日の見事なドライブなど連続得点で勢いづくかと思われたが、阪
南大も第3ピリオドから継続してオフェンスリバウンド、更には#55宮田の見事なアシストからの#14藤原のゴール下で
魅せる。逆に勢いにのり始めた阪南大は#55宮田と#20髙岡が粘り強いディフェンスでスティール、速攻を重ねる。しか
し、やはり芦屋大のシュート力が勝り、#20松本のミドルや#35山本の3Pシュートも決まり、芦屋大のベンチが大きな盛り
上がりを見せる。阪南大#20髙岡も負けじとミドルシュートを決めるが、またしても芦屋大の3Pシュートを#91田熊が決
める。阪南大#14藤原も3Pシュートを決め返すが、反撃もここまで。86‐54で芦屋大が勝利した。

主審 飯尾　勝紀 副審 細見　竜太／宮里　両 戦評 𠮷岡　菜生(関西学連)

阪南大学開始時間 11:00
会　　場 近畿大学記念会館
コ ー ト

2部リーグ残留 3部リーグ残留試合ＮＯ 715

2016年度関西学生バスケットボール 入替戦
男子 0 勝チーム

86 54

敗チーム

試 合 日 2016.11.13
芦屋大学


